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はじめに
調査対象地：小松市は石)'|県の南部に位慨し、北を罷業郡穫型iiif・等鞘,,f・晨沿1iif、
東を石川郡鴬蓬粁．蘆占粁．首繼粁、西を瀧郡irr蹟liif・加賀市、南を福井県I勝山市
に囲まれている。東南部の山間地域から中央の平野部、さらには日本海に面する海岸
部と、変化に餅んだ地勢を見せる。南北に国道８号線・ＪＲ北陸本線、それと平行し
て海岸沿いに北陸自iliMI道が走る。また県内'１に一の空港である小松空港を擁し、石)'｜
県の空の玄関としても重要な役目を果たしている。面jlii1iは３７１．１３平方キロメートル、
人口は109,273人（2000年１月現在）である。iilM査地の尾ﾃil壇ｌ１１ｆは、市の東部jIi蓉
iirの上流部に位置し、かつて鉱山の町として栄え、尾小屋鉱山は日本の三大銅山の一
つに数えられた。明治１１（1878）年に砿頭が発見されて以来、大正期の全醗期をはさ
んで、昭和３７（１９６２）年に－部閉鎖、昭和４６（１９７１）年に完全閉山となった。その問、
大正８（１９１９）年には小松市中心部から尾小屋までの尾小屋鉄道が開通し、全国から
多くの鉱山労lljll者が集まり、常設の芝居小屋ができるなど繁栄を誇った。
調査年月日：１９９７年８月２８日午後１時～３時
話者：谷口鷲氏大正15年11月２２日生れ（70歳）元会社員
調査者・調査場所：加藤和夫・尾小屋''１丁「いろり塾」広間にて面接iiM査。
調査方法：統一調査票による質問調査。
表記方法その他：調査票によって得られた方言文例は、文頭に○（複数の回答が得ら
れた場合は各文頭に①②の番号）を付し、表音的片仮名表記によって、原則として文
節分かち書きで記した。当該方言（高年層）では語中・語尾のガ行子音は鼻濁音とな
るので、語頭の破裂音（ガ・ギ・グ・ゲ・ゴ）と区別して力。・キ.、ク。．ケ.．．゜
で表記した。アクセントの記iIiltは省略した。必要に応じて回答の後に＊を付して注記
を加えた。
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Ⅱ調査結果
（１）添加・例示・提題などをあらわすもの
Ａ添加
し雨だけでなく風さえでてきた。①アメダケヤノーテカジェモフイテキタ。
／②アメカジェンナッテキタ。
２．.今年は豊作で、米ばかりか麦もよくとれた。○コトシワホーサクデコメモ
ムキ゜モヨートレ夕。
Ｂ予想外の事実
－１１７－
3．小学生でさえ簡単にワープロを使っている。○ショーガクシェーデモカンタ
ンニワープロツコトル。＊当該高年層方言では、原則として「せ」は「シ
ェ｣と発音される。
4．（宝くじが）当たると思っていなかっただけに嬉しい。○アダルトオモワンダ
サカイウレシー。
Ｃ条件
５．暇さえあれば釣りに行っている。○ヒマアリヤーツリーイットル。
Ｄ例示
６．まあお茶でも飲んでください。○マーオチヤデモドーゾ。
７．みやげにはこのまんじゅうなどどうかな。○ミヤケ゜ニワコノマンジューナ
ンカドーヤロナー。
８．思わず跳び上がるほど蝿しかった。○オモワズトビアカ・ルホドウレシカッ
タ。
９‘まさかあなたにまで話が行くとは思わなかった。○マサカアンタニマデハ
ナシイクトワオモワンダ。
１０．なぐるやら蹴るやらの乱暴をはたらいた。○ナグルヤラケルヤラノラン
ボーハタライタ。
１１．私になり相談してくれれば良かったのに。○ワシンデモハナシテクレレバ
ヨカッタノニ。
１２．野菜なんていくらでもできる。○ヤサイナンカイクラデモトレル。
一対の語の例示
１３．しょうゆだってみそだって作っていたんだ。’○ショーユヤミソツクシトッ
タンヤ。
択一
１４．私なり弟なりがお手伝いに行きます。○ワシカオッサカ・テツダイニイ
キマス。＊「オッサ」は次男以下の弟をさす。
例外でない
１５．村長とて、そうするより仕方なかったんだろう。○ソンチョーモソースルヨ
リシカタナカッタヤロー。
列挙
１６．春らしくなって、梅も桜も一度に咲いた。○ハルラシナッテウメモサクラ
モイッショニサイダ。
同類の暗示
－１１８－
１７.テレビもそろそろ買い替えよう。○テレビモソロソロカイカエヨー。やわらげ
１８.まあお茶でも飲んでください。①オチャドーゾ。／オチャデモドーゾ。
Ｅ包括
１９．ｉｔには子や孫などが帰ってくる。
カエッテクル。
○ボンニワコドモヤマゴナンカカ｡
Ｆ提題
２０.ゲートボールだってできるよ。○ゲートボールモデキルヨ。＊「ゲートボ
ールヱ－２-二デキルヨ」とは言わないとのこと。
話題にあげる
２１.何だい、いいことって。○ナンヤエーコトッテ。
極端なものの提示
２２.そんなこと子どもにでもできるよ。○ソンナコトコドンデモデキルヨ。
23.食べることくらいは何とかしたい。○夕べルコトグライワナントカシタ
イ。
２４.名前すらろくに覚えていない。○ナマエモロクニオボエトラン。／ナマエ
スラロクニオボエトラン。
２５－弁当代に千円もかかった。○ベントーダイニシェンエンモカカッタ．
軽いものをあげる
２６.これさえあればもう大丈夫だ。○コレサエアリヤーモーダイジョーブヤ。
（２）分量・程度・基準などをあらわすもの
Ｇ分量・程度
２７.旅行で三日ほど家を空けた。○リョコーデミッカホドイエオアケタ。
２８．茶碗に半分くらいください。○チヤワンニハンブングライオクレ。
２９・子どもにでもわかるくらいのやさしい本だ。○コドモニデモワカルカンタ
ンナホンヤ。
３０．－週間ばかり留守にするので頼むよ。○イッシューカンホドルスニスルサ
カイタノンマス。／イッシューカンホドノレスニスルカラタノンマス。
Ｈ基準
３１.今年の寒さは去年ほどではない。○コトシノサプサワキョネンホドデワ
ナイ。＊「サブサワ」は「サムサワ」とも。
－１１９－
Ｉ理由
３２．ちょっと油断したばかりにとんでもないことになった。
タタメニトンデモナイコトニナッタ。
○チョットユダンシ
Ｊ「それにふさわしく」
３３．苦労しただけあって人｢１Ｍができている。○クローシタダケアッテニンケ゜ン
力.デキトル。／クローニンヤサカイニンケ・ン力.デキトル。
形式名iiil的用法
３４．１１f日孫の守りやなんかで忙しい。○マイニチマコ・ノモリヤナンカデイ
ソカ・シー。＊「イソカ｡シ－」はウラ（郷谷川下流域）の方では「シェワシー」
と占う。
「それこそ」
３５．それこそバケツをひっくりかえしたような大雨だ。○ソレコソバケツオヒ
ックリカエシタヨーナオーアメヤ。
「～ばかりか」
３６．父ばかりか母もスポーツ好きだ。○チチモハハモスポーツスキヤ.
Ｋ今にも行われる
３７．もう食べるばかりにしてある。○モージェンブナラベテアルサカイ･
１１ﾘ1作の完了１１１〔後
３８．今、仕ｌｉからﾘ'１)ったばかりだ。○イマシコ・トカラカエッテキタバッカリ
ヤ。
),Ⅶ！
３９．lMlまでもうちょっとだ。○エキマデモーチョットヤ。
Ｌ聯１１(の反復
４０．－人ずつ読んで話をした。○ヒトリズツヨンデハナシシダ。＊「話し
た」を「ハナイタ」とは言わない。「干した」「乾かす」「差す」は「ホイタ」「カ
ワカイク」「サイダ」のようにサ行イ音lXWが聞かれる。
Ｍ等１１tの配分
４１．－人に二個ずつみかんをやる。○ヒトリニフタツズツミカンオヤル.
（３）限定・限界などをあらわすもの
Ｎ限定
－１２０－
４２酒はたまにしか飲まない。○サケワタマニシカノマンガヤ．
43．今朝は湛坊をしてパンだけ食べて来た。○ケサワネボーシテパンダケタ
ベテキタ。
44.そんなに勉強ばかりしていると体に'1j1だよ。○ソンナニベンキョーバッカ
シトットカラダニドクヤ。
45・うちの田が残っているきりで、よそは全部終った。○ウチノタカ./コッ
トルダケデヨソワジェンブオワッタ。
○ｉＭｉｌｉｌＭ
４６．もうこれだけしかないよ｡
４７．今年こそいい年にしたい.
○モーコンダケシカナイヨ。
○コトシコソエートシニシタイ。
ＰＭｌｙ１Ｌ
４８．これだけ,j･っても分からないのか
４９．２千円くらいまでなら何とかなる。
カナル。
○コンダケユーテモワカランカィ。
○二シェンエンク゜ライマデナラナント
（４）Il1I1述的なもの
Ｑ「～ば～だけ」
５０．肥料をやればやるだけよく７ｉｆつ。○コヤシヤリヤヤッタダケヨーソダ
ツ。／コヤシヤリャヤッタダケデコナル。＊「デコナル」は「大きくな
る」の.い
「仮定形十ばこそ」
５１．心配すればこそ占うんだ。○シンパイスリヤコソユーンヤ。
「こそ＋仮定Ｍ
５２．彼は文句こそ言え、人の言うことなど'111かない。○アノヒトワモンクハッカ
リユーケドヒトノユーコトチットモキカン。
５３．「～でこそあれ」という言い方はありますか。＊そのような言い方はないとの
答え。
［未然形十ばこそ」
５４．押しても引いても11iIかばこそ。○オシテモヒーテモウコ・カン。
「～こそ」
５５．失礼なことを言わないでこそ。○シツレーナコトオイワンデコソ。
「～こそ～が」
５６．今でこそ家から出ないが、昔はよく出歩いていた。○イマデコソウチカラデ
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ンケンドムカシワーヨーデトッタ。
｢～ば～ほど」
５７．llil1けば鋤くほどもうかる。○シコ・卜 スレバスルホドモーカル。
Ｒ打ち消しとの呼応
５８．村長に聞くまでもないことだ。○ソンチョーニキクマデモナイコトヤ。
否定との呼応
５９．１１ﾘIから忙しくて昼飯も食えない。○アサカライソカ゜シテヒルメシオク
エン。
否定的取り上げ
６０．こんなものなどいくらでもあるよ。○コンナモングライイクラデモアル
ヨ。
全面否定
６１．誰だってそんなことを言われたら怒るよ。○ダレヤカッテソンナコトイワ
レリャーオコルヨ。
Ｓ次の動作が不可能
６２．１０年前に故郷を離れたきり、－度もIl刷っていない。○ジューネンマエ二ムラ
デタキリイチドモカエットラン。
（５）モダリティー的なもの
Ｔ不確かな気持ち
６３．いつのまにやら眠ってしまった。○イツノマニヤラネムッテシモタ。
６４．何のことか分からない。○ナンノコッチャワカラン。
推定
６５．後で遊びに行くかもしれない。○アトデアソビニイクカモシレン。
どちらか分からない
６６．来るのやら来ないのやらよく分からない。○クルヤラコンヤラヨー
ラン。
はっきり言わない
６７．どこやらへ引っ越したそうだ。○ドッカエヒシコシタソーヤ。
ワカ
Ｕ非難
６８．お父さんたら今日も遅いのね。○オトーサンタラキョーモオソインヤネ。
６９．お父さんてば、子どものようなことを言って。○オトーサンタラコドモミタ
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イナコトユーテ。
Ⅲ総括（まとめ）
共通語文例に含まれる副助詞と対照しながら、それらと当該方言の副助詞類の相違点を中心にまとめておく。
（１）〈添加・例示・提題などをあらわすもの〉では、Ａ〈添加〉Ｌ「風三二」の「さえ」に相当する形は特になく、「モ」が代用される。「さえ」に相当する部分に「モ」が使われるのは、（１）Ｂ〈予想外の醐実〉３．「小学生で三｣主」でも同様である。ただし、〈il堅いものをあげる〉２６.「これ三二二あれば」では「サエ」が聞かれた。（１）Ｂ〈予想外の事実〉の４．「思っていなかった』こ』土に」の部分では「サカイ」が用いられている。（１）Ｄ〈例示〉の６．「お茶互』堂｣、１２.「野菜LLムエ｣、Ｅ〈包括〉の１９．「孫』些とL」の下線部には「ナンカ」が用いられる。（１）〈例示〉の関係ではほかに、〈一対の語の例示〉１３．「しょうゆZニューみそ迄ユエ」の部分で「～ヤー」の形、〈例外でない〉１５．「村長と工」の部分で「モ」が用いられる。
（２）〈分量・程度・基準などをあらわすもの〉では、Ｉ〈理由〉の３２．「油断したばかりに」の部分で「タメ｣、〈｢～ばかりか｣〉３６．「父hji豆L｣２か母も」の部分で「モ｣、Ｋ〈今にも行われる〉３７．「もう食べるLJ2ZnL2に」の部分で相当形なしとなっている点以外は､■ほぼ共通語形と同じ形が用いられている。
（３）（限定・限界などをあらわすもの〉では、Ｎ〈限定〉４４．「勉強L塾－２」の部分で「バッカ」、４５．「残っている三_且で」の部分で「ダケ」となっている点が、（４）〈陳述的なもの〉では、〈「こそ＋仮定形」〉５２.「文句こそ言え」の部分で「バッカ」、〈「未然形十ばこそ]》の部分で相当形なし、〈否定的取り上げ〉６０．「こんなものなど］の部分で「グライ」となっている点などが共通語形との違いとして注意される。最後に（５）〈モダリテイー的なもの〉では、〈はっきり言わない〉６７．「どこ皇｣＝へ」の部分で「ドッュエ」が聞かれた。
以上、調査文例（共通語文例）に含まれる副助詞と当該方言における副助詞類の相違点を整理してみた。上で挙げた－部の例を除いて、副助詞類に関しては、全般的に当該方言は共通語の形式とそれほど大きな違いが見られないことが確認できたと言えよう。
【参考文献】
加藤和夫（1998.3）「石)１１県小松市郷谷川・津上)||流域の方言｣，『小松市立博物館研究紀要』第３４号，小松市立博物館，ｐ・’－９５
(かとうかずお金沢大学教育学部）
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